












































































































































































































































































































甲骨文字： 黄 ＝ 脅
この象形文字こそ「黄Jです。
中国の伝説の歴史において、「黄帝jと呼ばれ、その号を「軒鞍（けんえん）
(xuanyuan）」と記されています。漢語で、これは、大きい亀とした「玄電（げ
んげん） (xuanyuan）」と同音の当て字です。「玄謹」は、一種の大亀で、亀甲
文字、甲骨文字では「玄遍（「謹一 脅」）の書き方の形態は、「黄帝jの
「黄」の形態とほとんど同じです。かれらは、みな「亀」の類に属するものが
違いありません。
このようなトーテム崇拝の特徴は、中国の古代文献や文物などに明らかに残
っています。
たとえば、中国における現存する、漢代・晋代諸侯の印鑑のつまみの部分が
あります。皆それぞれ亀の形状をなしています（図 1）。
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• 
図1（〈中国美術史大系）7、上海人民出版社、 1981年より引用）
諸侯の印鑑は、彼らの権力のfictionで、すo したがって、「亀Jは「権力」の
fictionで、あったと言えます。
中国最古の字書は、紀元前3世紀の『爾雅Jです。この『爾雅jには、「亀」
の分類が記載されています。
「一日画面、 二日雇面、三日雇面、四日雇量、五日匡盃」
（〈文淵閣四庫全書・経部・小学類〉・台湾商務印書館・ 1986年版）
日本天皇の年号（和暦紀年）
逗面年間（715-716年・元明天皇一元正天皇）
画面年間（724一728年・元正天皇一聖武天皇）
画面年間（770ー 780年・称徳天皇一光仁天皇）
匡盃年間（1501-1503年・後柏原天皇）
?、???
この分類は、非常に興味深いものです。日本の天皇が、亀をもって付けた年
号は、皆この『爾雅Jの分類によるものではないでしょうか。
この“亀崇拝”が・描かれ出すことと呼応して、“日本書紀伝説”における
男女の主人公の「行楽地」もまた、日本から中国へと場所を変えます。今で言
う（海外へのハネムーン（honeymoon) Jになるわけです。
日本文学で初めて、中国の一つの具体的な地名が、表舞台に出たことにな
ります。
「蓬莱山」は、普通の地名ではありませんD それは、中国文化史に現れる、
一種の哲学思想の「文化学的符号」です。“蓬莱文化”とでもいうべき内容を
持っています。
“日本書紀伝説”は、いわばたった50字から成るものですから、特にストー
リーの展開は見られませんO しかし、「蓬莱山」を舞台としていることは、そ
の内容の文化的意義において、“万葉伝説”とは明らかに異なります。
これは、“浦島文学”が発展してゆくにあたっての、“文化コンテクスト”と
いう内在要素の重大な変化です。－ーもともと、日本の原住民が持っていた、
海に対する崇拝を表していたものが、 一つの非常に広範な、国際的文化コンテ
クストにおいて、新しいストーリー（story）を語り出したことです。
第三の問題は、『古事談J『群書類従』『釈日本紀』の三つのテキストが“浦
島文学”の新しい文学様式、すなわち、“浦島伝奇”とでも呼べる形式を持っ
ているということです。
一般的に言えば、日本古代文学史には“伝奇”という概念がないかもしれま
せん。
実は、日本古代叙事文学における神話から古物語への発展過程には、人生の
異常な事件などを主題とした文学作品が存在します。これらの作品は、ロマン
ス（romance）に富み、冒険、あるいは、スリル（thril）という要素が加わっ
ています。
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これらの作品は、神話と伝説に比べると、神話が持つ原始性からは、すでに
脱却しています。
しかしながら、物語に比べると、プロットや人物描写など、フィクション
（白ction）と呼ぶには、まだ、虚構が整っていませんO
先程述べた、 三つの「浦島子伝Jのテキストは、ちょうどこのような意義を
持つ作品の典型であると思います。
このような作品は、神話から古物語への「橋渡し」をしているのです。これ
らは、日本文学史における“伝奇”と呼ぶことができると思います。
ここでは、説明の便宜を図って、 『古事談J『群書類従Jf釈日本紀jの三つ
のテキストを、それぞれ「テキスト C・D・EJと呼ぶことにします。
“浦島伝奇”には、 三つの基本的な特徴があります。
第一の特徴は、“浦島伝奇”が“神女文学のチェーン（chain）”の類型をな
していると言うことです。
東アジア文学史では、文学が神話や伝説からだんだん抜け出るという時に、
この “神女文学”が現れるという現象が起きています。これらの作品は、すべ
て、女性を第一主人公とし、また、そのほとんどの作品において、仙人の世界
と現実の世界とを重ねて描く中に、男女の情愛を表現しています。
中国文学では、“神女文学のチェーン”は、韻文文学に始まります。戦国時
代後期の宋玉の『高唐賦jや、三国時代の曹植の 『洛神賦』が、その代表と言
えるでしょう。それらは、後に、次第に、叙事文学に発展して、唐代文学に到
るまで、 “神女文学のチェーン”を形成しました。男女の関係を主題とした作
品では、現実に生きる女性と男性の艶情が、一つの模糊とした生存空間の中に
置かれています。そして、その艶情がいったん終結すれば、この虚構の「仙人
空間jも消滅し、残されたものは、わずか一片の「虚幻の美」です。唐代伝奇
の 『遊仙窟jが、その代表的作品です。
“浦島文学”は、「万葉和歌」に始まり、次第に散文型の叙事文学作品に発
展しました。その軌跡は、中国における“神女文学”の成立過程とそっくりで
? ???
す。
この種の芸術的艶情表現の基本的軌跡は、およそ、十個の基本プロットによ
って構成されると思います。
1男性登場一一2仙女出現一一3男性誘惑一一一4仙境共入一一
5恋情作楽－6男性思郷一一7難分難捨一一8男性帰郷一一
9仙境消失一一10愁帳思念
三つのテキストから成る“浦島伝奇”の、全体的な構想は、このような軌跡
をたどって発展したものです。作者は、神話や伝説を踏襲するという基礎に立
脚し、上述の十場面に照らし合わせてプロットを構成し、本来ならば人間界に
おける男女の艶情を、まぼろしの仙人世界で展開させました。
プロットの配置や表現技法という面から言えば、「伝奇」としての三つのテ
キストは、『遊仙窟Jに共通するところが、たくさんあります。
この意味から言って、日本の伝奇［浦島子伝jと、中国の 『遊仙窟jなどは、
東アジアにおける漢文学史上、同一の“神女文学チェーン”に属すと言えると
思います。
第二の特徴は、“浦島伝奇”が、「方術jの観念を表した、典型的な文学作品
であるということです。
中国文化の思想史には、「道家」「方術J「道教」という三つの哲学的思想が
あります。それらは、互いに関係がありますが、また、それぞれに異なってい
ます。
“浦島伝奇”は、その内の「方術」の観念が表れた文学作品です。
古代中国では、紀元前3世紀から、次第に、独特の「生命哲学」が生まれま
した。最も特徴的なことは、永遠の生命、つまり、不老不死の追究です。中国
文化史では、この学問を「方術」と呼びます。後の道教のルーツの一つになり
ました。
? ???
“浦島伝奇”に用いられている二つの道具がそれを表しています。
方術のいうところによれば、仙人たちの暮らす場所は「仙境」と呼ばれます。
中国の方術で、「蓬莱山Jは、第一の「仙境」です。これは、「浦島伝奇」にお
ける第一の道具です。
『史記・封禅書』
蓬莱、方丈、滅州という三つの神山は、…言いったえによれば、激海のな
かにあって、さほど遠いところではない…そこにはもろもろの仙人たちも
おれば、不死の薬もあって、そこにあるもの、とりけものまで白一色で、
黄金と白銀とで宮殿をつくっている。そこまでゆかぬうちに遠く望めば雲
のようであり、そこまで行ってみると 三神山はかえって水の下にあり、
それをのぞきこむと、きまって風が船をひいてはなしてしまい、結局、だ
れもゆきつくことはできなかった。
（『中国古典文学全集』 ・野口定男他訳注本・平凡社刊・昭和33年版）
『史記』の「封禅書」の記載を見ると、一つの地名としての「蓬莱Jは、中
国の古代文献に初めて登場したとき、すで、に相当の神秘性を持っていました。
ここに出てくる「蓬莱」は、仙人たちの居住地です、ここでの「蓬莱」は、
「不老不死」の「至福」という方術思想を体現化したものです。その後の文化
に現れた「蓬莱」という地名や事物は、ほとんどすべてこういった仙人思想、
およびその「不老不死」の「至福」の生活への希求が表されています。
“浦島伝奇”が、仙人世界と現実世界の、二重の描写方法を採用し、プロッ
トの展開してゆく舞台を「蓬莱」の宮に設定したのは、おそらくもっとも的確
な選択であったと言えるでしょう。
蓬莱文化には、まだ第二の内容、すなわち、「亀崇拝」という意識を含んだ
ものがあります。
? ， ．??
『列子・湯問篇J
蓬莱の上の台観は 皆金玉、其の上の禽獣は 皆純縞……居るところの
人は、皆仙聖の種にして、…
而るに、この山の根は、連著する所なく、常に潮波に随って、上下し往
還して……。
（帝）再彊に命じ、巨篭十五をして、首を挙て之を載き：
（『新訳漢文大系』 ・小林信明校注本・明治書院刊・昭和60年版）
ここに登場する「巨篭」というものは、大きな亀のことです。
亀たちは蓬莱山のもとに集まってきました。「蓬莱山」は、大亀15匹が支柱
となって、やっと安定しているのです。「亀」は「蓬莱山」の基礎です。これ
は、暗に示された「亀崇拝」の意識です。古代漢民族の、このような「亀崇拝
意識」が、「方術」の学説と相互に関係し合い、「不老不死」のfictionとなった
のです。
「浦島伝奇」における第二の道具は、“日本書紀伝説”で消えてしまった
「玉手箱」です。「伝奇」のテキストDからまた新たに登場します。
にもかかわらず、新たに登場した「玉手箱」の効能は、まったく変わってし
まいました。もともと「人Jの行為に対する懲罰のfictionで、あったのが、すっ
かり消え果て、「不老不死の道具Jと化しています。
テキストDには、次のように描かれています。
浦島子が、故郷に帰って、「玉手箱」を開けると、紫の煙が舞い上がり、
浦島子は、この紫の煙に乗って、天に上り、「浦島明神」になりました。
そして、「常世Jの望みが叶えられるのです。この玉手箱は、“万葉伝説”に
出てくる玉手箱ではありません。表向きには同じですが、その効能は完全に違
います。つまり、文化学的意義も完全に異なるわけです。
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この「玉手箱」は、「方術」の生命観念を実現するための一つの道具となっ
たわけです。
東京国立博物館に収められている重要文化財の中には「蓬莱山蒔絵袈裟箱」
があります（図2）。
画面中央に、蓬莱山を背負った大亀が、波を進む図が描かれています。その
上方に、松食鶴が配置されています。これは、方術の蓬莱思想の世界を表現し
た、典型的な図柄だと思います。
図2 東京国立博物館蔵
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浦島の物語は、ここまで発展すると、もう完全に「伝説」から抜け出て、神
話の持っさまざまな要素を失い、一種の初級者クラスの作者創作になっていま
す。
第三の特徴は、文学様式から見たもので、“浦島伝奇”の三つのテキストが
純粋は漢文叙事文学形式から、「和漢文学の融合Jの形式に発展していること
です。これは、日本古代文学史上に新しい文学の様式が出現する兆しを示して
います。
ここで、特に説明しておく必要があるのは、この三つのテキストが皆、後代
の著作に記録されているということです。文献学では、ただその記録者の説明
を信用するのではなく、テキストそのものの内容や表現形式から、成立の順序
を判断しなければなりません。
ここで、私が用いたテキストC・D・Eは、その成立の時間的前後関係、順
序によります。
浦島文学の内容から考察して、三つのテキストは基本的に同じです。ただし、
この三つのテキストの結末は、まったく異なっています。
テキスト Cは、男性主人公の帰郷をもって結末としています。このような結
末は、“日本書紀伝説”と同じです。
テキスト Dの結末には、「玉手箱」が出てきます。男性主人公は、「玉手箱」
を開け、浦島子は紫の煙と共に昇天します。
この作品には、新しいプロットが構成され、それを運用して、方術的色彩を
強め、人間の昇天が描かれています。これらは、おそらく、日本の文学作品に
おいて、最初に人間の昇天を表したものでしょう。これより後、文学作品の中
で新しいイメージ、たとえば、かぐや姫という新しいイメージを創造してゆき
ます。日本漢文伝奇が、「物語」形成に先行する作品であるという角度から言
えば、このプロット、およびフィクションが醸し出す、ロマンスあふれる文学
的情趣の出現は、きわめて重視すべきです。
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テキスト Eはというと、作者の手腕には、すでに、物語の構成に熟達したも
のがあります。前の二つのテキストとの明らかな相違は、そのエピローグに
「昇天」というプロットが置かれたことばかりでなく、さらに、日本民族文学
独特の和歌が加えられていることです。和歌の出現により、彼らの情愛は、よ
りいっそう趣深いものとなっています。
テキストEが「和歌」を用いて作品のエピローグとしていることは、日本の
“浦島文学”の発展に重要な意義を持っています。それは、“浦島文学”が一系
列の異民族文化コンテクストの影響を経た後、文学様式において、新たに、
「本土文化コンテクストJに立ちかえり始めたことを示すものです。
私たちは、これが「漢文学」の中に現れた「和歌」であることに注意しなけ
ればなりません。
文学の発生学的立場から言って、『万葉集』の「長歌」には、往々にして漢
文の「序」がありますが、“浦島伝奇”のテキスト Eには、漢文による叙事以
後に「和歌」が置かれ、そのエピローグとされているのです。
このような文学形式は、『万葉集jの「長歌」の形式と、まさに呼応するも
のです。一つの新しい文学様式の胎動であると見ることができるのではないで
しょうか。
これは、時間的に見て、だいたい713年から寛平年間（889-897年）のこと
だと思います。
最後に、すなわち、第四に、この寛平年間以後に成立した『続浦島子伝記J
について簡単に述べることにします。
『続浦島子伝記jは、初期“浦島文学システム”における、最後の完成品で
す。
文学的内容から言えば、“浦島伝奇”を種本としていますが、原本の基礎の
上に、中国6世紀の方術作品の『洞玄子Jにある「性の営み」の描写が加えら
れています。
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そして、「方術」の生命哲学の表現、すなわち“不老不死”という生命の理
想の追求を完備した、最初の叙事文学作品になっています。
文学の構造から見れば、『続浦島子伝記jの重視すべき点は、作者が、浦島
子のストーリーを語り終えた後、十四首の和歌を添え、繰り返し男女の主人公
の、心の葛藤を述べていることです。さらに注意すべき点として、和歌一首ご
とに同様の主題を持つ七言の漢詩が添えられ、 一種の「歌詩合」ともいうべき
新しい形式が創られていることが挙げられます。
このような「歌詩合Jは、たいへん興味深いと思います。これは翻訳ではあ
りません。同様の題材を、同様のイメージで、同時に和歌と漢詩に作り上げて
いるのであって、作者の文学的才知が、和漢ともに兼備されたものであること
がわかります。
現存の『新撰万葉集』は、「歌詩合」が最初に編纂されたものです。
上巻は寛平5年（893年）に、下巻は延喜13年（913年）に完成したものだと
言います。ある研究者は、この成立年代に異論を唱えていますが、ここではそ
れを論議することはしません。ただ、『続浦島子伝記』は、その完成を932年と
書いていますが、それがちょうど『新撰万葉集』の成立と大きく異ならないと
いうことだけは言えるでしょう。
この一つの漢文作品が、非常に迅速に「歌詩合」という新しい文学形式を吸
収することは、日本古代文学創作において、新しい文学様式の芽ばえが示され
ていたといえるでしょう
この物語は、だいたい10世紀の30年代に形成されていたと思います。もし、
『竹取物語』にも、先行の「漢文テキスト」が本当にあったとすれば、この
「漢文テキスト」もだいたいこの頃には成立していたと思われます。
以上のように、“万葉伝説”から『続浦島子伝記Jまで、長い発展過程で複
雑な文学性の変化を経て、神話や伝説は、 一種の叙事文学様式に独立し、日本
古代文学における不朽の位置を占めたということができるでしょう。
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